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「心が崩壊した日本人」 

仁井田 義政 

「心が崩壊した日本人」という題で今月の原稿を書き始めたが、

本当は崩壊さえも無かったのかも知れない。なぜなら崩壊するに

は何らかのしっかりとした形があらかじ

め無ければ成立しないからである。日本

人の中にかつてあった心のかたちらしい

もの、つまり心の規範は儒教の影響によ

って得たものであったであろう。それが

武士道を形作り、さらには農工商や家庭

のかたちにまで影響を与えていた。しか

し現代において、その価値基準が崩壊し、

全ての階層がひとつの価値にのみ支配さ

れてしまっている。その価値とは「利」であり、むしろ現代的な

流れの中では「欲」という言葉で表現した方がわかりやすいかも

しれない。または「貪欲」という言葉の方が現代日本人の流れを

言い得ている。その証拠に、次々に明るみに出てくる各分野の不

正がある。政治家の選挙違反に絡むお金の問題や裏金作りなど。

それはすさまじいと言うより浅ましい限りである。事務所として

は使用してはいない所に多額の家賃を払っているかのようにした

り、国と取引のある業者から多額の献金や接待を受け、その見返

りとして特別な便宜を計っているのである。もちろん民間企業が

損をしてまで、何の見返りも求めずその様な政治家への献金や接

待をするはずがない。企業は政治家工作に使った多額のお金を回

収すべく、品物の上にそのお金を上乗せして請求するわけである。

その支払いは当然税金から行われる。つまりそのしわ寄せは一般

国民が支払うことになるわけである。 

さらに加えて年金問題がある。社会保険庁は約５０００万件の該当者

不明の年金問題があると報告した。まさに文明国の名を冠する日本の

恥である。もう年金問題は他人事ではない。家内も年金の調査を

してもらうと、何と 3 人の名前(結婚前・結婚後・就職中)で全て

別人になっていることが分かった。毛細血管のような極細の庶民

の命の管である年金を、保険庁のずさんな仕事のゆえに、切断さ
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れる様な事は決して許せない。自分の生活さえ安全であれば国民

の生活などどうなろうとも構わないというように見える現状であ

る。この問題だけでも国民の暴動が起こってもおかしくない（暴

動を進めるわけではないが）不始末である。さらには、今年にな

ってクローズアップされてきた暫定ガソリン税は、何という悪税

であるか。道路建設の目的で作られたこの税が、暫定のはずが長

期にわたって徴税され、さらにはこれからもまず１０年にわたっ

て課税しようとしている。 

百歩譲って、道路を作るならまだしも、何十億円もかけて日本の

多くの場所に地下駐車場を造り、それを無償で管理会社に貸与し、

その経営人に道路族が天下りし、高額な給与を得ている。北海道

のある駅には、石油難民が集まっているという。石油が高くて買

えず、一日を駅で過ごす人達である。また漁業者が船の燃料を買

えず、廃業する人達が続出している。また温室等を使う農業にお

いても然りである。 

民においてはどうか。民間企業においても不正が蔓延している。

保険会社は、保険加入者から最も信頼を受けなければならない立

場にありながら、各社において未払いという不正が経常化してい

る。それは企業ぐるみの詐欺である。 

また、食品関係の不正においては後を絶たない。雪印乳業から

始まって、お菓子の白い恋人、不二家、赤福、赤福のライバル御

福餅、ミスタードーナツの飲料、肉のミートホープ、比内地鶏、吉

兆、等など挙げたら切が無

い。 

私達の健康と命に関わる

食品を、このような状態で

供給する食品関係の企業

倫理はどうなってしまっ

ているのだろうか。ついぞ

最近まで中国の食品に対

し、そのズサンさを非難し

ていたのは我が国民では

なかったのか。日本人の心が崩壊してしまっている。価値の基準

が利、もしくは欲にしかないのである。もちろん正統的な利であ
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るならば、決して非難されるべきものではない。しかし、不正な

利を求める「貪欲」が絡む利は、非難されて当然である。アメリ

カやヨーロッパ諸国であれば、即刻市民達による不買運動に発展

し、その企業は二度と立ち上がれないことが多い。われら日本人

はその点が甘いようである。そう記している私も「またあの赤福

が食べたいな!」と思ってしまうのだから始末が悪い。 

 さて、この「心が崩壊した日本人」に何が必要なのであろう。

そのように考えると、やはり私の心に思い出されるのは、玉川大

学の初代総長・小原國芳先生の「教育の根本問題としての宗教」

である。 

彼によれば教育の目指すところの価値は「真・善・美」にあると

いう。これは現代の教育論においても異議の無いところであろう。

つまり「真」は哲学の分野であり、「善」は道徳の分野であり、

「美」は芸術の分野である。しかしそれらの全ての基礎、あるい

は土台として「聖」と言う価値がなければならないと言っている。

そうでないと、その上に建つべき、その他の価値が歪むと言うの

である。先生によれば、現代の教育が問題であるのは、土台でな

ければならない宗教教育が、皆無であることにあると指摘するの

である。それが無ければ、人間の欲望を止めることは不可能なの

である。 

 イエス様は「だから、神の国とその

義とをまず第一に求めなさい。そうすれ

ば、それに加えて、これらのものはすべ

て与えられます。」（マタイ6章33節） 

さらに、「どんな貪欲にも注意して、よ

く警戒しなさい。なぜなら、いくら豊か

な人でも、その人のいのちは財産にある

のではないからです。」（ルカ12章15

節）と言っておられる。私達は「心が崩

壊した日本」の中に生きている。であればこそ、私達はなおさらのこと日本

を建て直す為に、「聖」をしっかりと土台にして、揺ぎ無い価値観をもち、

人生を歩んで行かなければならない。 
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♪賛美集会♪ 

1 月 20 日、私は２回目の賛美集会に参加した。 

前回に引き続き、奏楽の奉仕をさせてもった。 

青年部主催にも限らず、既婚者の私が奉仕するのも、なんだか少し気恥ずか

しい気もした。 

「私も青年を脱したってことか…」 

と、一瞬思ってしまった自分を悔やみ、 

「いやいや、いつまでも若く！」 

という心持ちで望んだ。 

 

賛美集会、そのうちの半分は奏楽だった。 

礼拝で奏楽をさせてもらって約４ヵ月。「バンド」での奏楽にも少しずつ慣れ

てきたかな～と思っていたが、やはり、いつもとは違う兄姉と奉仕するのは、

新鮮であり、気が引き締まる。 

賛美集会自体どうだったかというと、正直、奏楽に集中し、全体を見る余裕

は無かった(^o^; 

ただ、「一つになって賛美していた」のをすごく感じた！奏楽者はワーシップ

リーダーに集中しつつ賛美を捧げ、会衆者もまたワーシップリーダーに導か

れながら、賛美を捧げる。ワーシップリーダーが拠

点となって、全てが一つになって、同じ神様に、賛

美しているのがビンビン伝わってきた♪ 

私はいつも、礼拝の司会、賛美リードや奏楽など、「前

に立つ奉仕」の時は、特に「謙遜であるように」と

いうことに気を付けて、それに集中する。が、しか

し･･･今回はそんなことを考える余裕もなく、目の前

の奉仕に必死だった(笑)。ただほんとにこの奉仕が守られるように願うばか

りだった。でもそんな緊張感の中でも、楽しかったのもほんと！終わった後

は、なんともいえない気持ち良さ（満たされた感じ）だった。 

 

この賛美集会を通して、さらに「神様に喜んで賛美する」ことを学んだ。 

神様に栄光をお返ししつつ・・・♪ 

 
峯岸瑞穂 




